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              浜松市青少年育成センターだより 

            令和６年度 秋号 
 浜松市青少年育成センター  

〒430-0929 浜松市中央区中央一丁目２－１ ｲｰｽﾃｰｼﾞ浜松ｵﾌｨｽ棟７階 

   ～いしずえ～    電話(053)457-2418 

＜補導・環境浄化事業＞ 

 
 

 

 

 

１ 補導活動実施回数・参加者数（令和 6 年 10 月 1日時点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※青少年育成指導員以外の参加者も含む 

 

２ 街頭補導に見る青少年の実態（令和 6 年 10 月 1日時点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補導・声掛け活動報告 ～令和６年４月から令和６年９月まで～ 

青少年育成指導員は、青少年の非行防止と健全育成を図るため、補導・声掛け活動をしてい

ます。令和６年度上半期の補導活動実施回数は 265 回、参加者数は 1,962 人でした。 

　　　　　　　　　　　　　　　　学職別

　　具体的態様

喫　　煙
喫煙している。またはそのためにタバ
コや喫煙具を所持している。

不健全性的行為
健全育成上支障のある性的行為をす
る。

不良交友
犯罪性のある人やグループと交際をす
る。

自転車
　　携帯等操作

自転車に乗りながら携帯電話・音楽機
器等を操作している。

その他自転車の違反
行為

自転車の並進・一時停止・信号無視な
どの行為をしている。

カラオケ店
カラオケ店内で声を掛けた。
(例－遅くまで遊んでいないように。）

ゲームセンター
ゲームセンター店内で声を掛けた。
(例－お金を遣いすぎないように。）

ショパンの丘（アクト）など公園
公園で声を掛けた。
（例－暗くならないうちに帰りなさい。）

路　　　上
路上で見かけた気になる行為や善行
に対して一声掛けた。

その他の場所で その他の場所で一声掛けた。

　　　合　　　　計

不
良
行
為
注
意
･
指
導

(人)

声
掛
け

(人)

行　　　　為 小学生 中学生 高校生 他の学生
学生外

（無職・有職）
合　計

2 5 2 9

4 4

2 2

1 1

3

2 2

3

10 15 39

33 27 94 3 2

27 30 30 3 14

13 35 163 373 13

64

159

104

597

94510783 33384338

区分 年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 合計

Ｒ６ 12 8 9 11 6 12 58

Ｒ５ 9 6 10 10 10 12 57

Ｒ６ 16 13 8 20 17 11 85

Ｒ５ 19 13 13 28 14 25 112

Ｒ６ 0 3 1 118 0 0 122

Ｒ５ 0 3 0 117 0 0 120

Ｒ６ 28 24 18 149 23 23 265

Ｒ５ 28 22 23 155 24 37 289

実
施
回
数

(回)

浜松駅
周辺補導

地区補導

祭典等
特別補導

合計

区分 年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 合計

Ｒ６ 77 87 89 95 43 71 462

Ｒ５ 80 60 121 119 90 85 555

Ｒ６ 50 40 40 85 56 35 306

Ｒ５ 55 73 56 121 46 90 441

Ｒ６ 0 9 25 1160 0 0 1194

Ｒ５ 0 11 0 1121 0 0 1132

Ｒ６ 127 136 154 1340 99 106 1962

Ｒ５ 135 144 177 1361 136 175 2128

参
加
者
数

(人)

浜松駅
周辺補導

地区補導

祭典等
特別補導

合計
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ＰＴＡ補導研修は、講義研修と実地研修を通して、補導活動の概要と青少年の動向を知り、地

域の健全育成活動に生かすことを目的としています。 

 

１ 研修の種類と参加者 

（１） 講義研修：５月 18 日、６月 22 日（土）10 時から「教育会館」にて開催 

 (２) 実地研修：５月 11・18 日、６月８・29 日、７月６日（土）16 時から「駅周辺」

を巡回 

 (３) 参加人数 

    ア 講義研修：２回計 34 人 

    イ 実地研修：５回計 27 人 

 

２ 研修を通して 

〇講義研修では、主に健全育成という視点で補導活動（声掛けの意義や心構え）につい

て聴講者に説明を行った。 

〇実地研修では、青少年育成指導員と一緒に浜松駅周辺を巡回したため、補導活動の大

切さだけでなく、青少年育成指導員の活動内容についても理解を示された。 

〇参加者の感想 

  ・犯罪が低年齢化していることに驚いた。SNS・インターネットを簡単に使用できる

ようになって、身近な所から気をつけていかなければと感じました。 

    ・知らないところで、地域の安全を守ってくれる方たちが居ることを知り、安心し

て子育てができると思いました。 

 

 

 

 

１ 実施期日 令和６年７月 19 日（金）を基準日とし、各地区で実施 

２ 参加者  ＜駅周辺＞警察署職員、西遠地区生徒指導研究協議会所属校青少年育成指

導員、青少年育成センター職員 

       ＜校 区＞市内小中学校 142 校補導関係職員及びＰＴＡ等 

３ 実施時間 ＜駅周辺＞午後４時から１時間程度 

＜校 区＞各校（区）が時間を設定 

４ 実施場所 ＜駅周辺＞浜松駅周辺と繁華街 

＜校 区＞各校区内商業施設等 

５ 活動結果 

        1,160 名が、店舗等 1,167 箇所を巡回し、456

名の青少年に声掛けを行いました。 

また、不健全性的行為２人、自転車のマナー違

反３人（無灯火、二人乗り等）を指導しました。 

 

 

ＰＴＡ補導研修の報告 

県内一斉夏季少年補導の報告 
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７月２６日（金）、クリエート浜松におい

て「わたしの主張２０２４」浜松市大会を開

催し、７名の中学生が、自分が感じたことや

考えたことを堂々と発表しました。応募総数

4,179 点から、一次審査・二次審査を経て選

ばれた７作品は、自己の体験に基づき、社会

に向けての提案や未来へ向けての力強い決

意などが語られた素晴らしい内容でした。審

査結果は以下のとおりです。 

優秀賞の２名は静岡県大会に出場しまし

た。 

＜青少年健全育成事業＞ 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 消えないコメント             静岡大学附属浜松中学校 3 年 冨口 椛音   

手元のスマートフォンで日常的に情報を手に入れたり発信したりすることが当たり前

となった今の時代に、大きな問題が持ち上がっていることを皆さんはご存じでしょうか。

それはＳＮＳを通じた誹謗中傷です。時には人の命すら脅かしてしまうこともある「言葉

の暴力」と、我々はどう向き合うべきなのでしょう。鍵となるのは、「人の想い」です。 

 

 今を生きる僕たちの使命       浜松市立神久呂中学校   3 年 鈴木 颯太   

修学旅行で訪れた京都で聞いた「普通の生活が一番良い。」という言葉が、頭から離れ

ませんでした。武力による侵略行為により、今この時も砲弾や殺意から逃げまどっている

人々がいます。僕たちはその事実を他人事ではなく、身近なこととして関心をもち、普通

に生活できることに感謝し、今を全力で生きていくべきだと思います。 

 

 

 魚食は世界を救う！       浜松市立篠原中学校       ３年 古屋 朝光 

 アンコンに気付くことから    浜松市立与進中学校       ３年 馬渕 夏帆 

 好き              浜松市立入野中学校       ３年 竹内 むぎ 

 狩猟を知る           浜松市立春野中学校       ３年 村上 未采 

 言葉の難しさ           静岡県立浜松西高等学校中等部  ３年 村瀬 龍之介 

 

 

 

静岡県大会では、静岡県各地の審査会で選ばれた１３名の中学生が、日常生活の中で感

じていることや未来への思いなどを、自分自身の言葉で生き生きと発表しました。浜松市

代表の鈴木 颯太さんは「最優秀賞」、冨口 椛音さんは「優秀賞」を受賞しました。応援

ありがとうございました。 

  

鈴木 颯太さんは関東・甲信越静ブロック審査を通過 

１１月２４日（日）第 46 回少年の主張全国大会～わたしの主張 2024～ 出場 

「わたしの主張２０２４」浜松市大会 

静岡県大会審査結果 

浜松市大会審査結果 

＜大会出場者と審査委員の皆様＞ 

優秀賞 

優良賞 
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＜若者支援事業＞ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浜松市こども若者総合相談センター わかばプラス 
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 こども・若者の相談窓口や支援機関を掲載した 

『こども・若者支援機関ガイド はままつホッとナビ』（令和 

6 年 10 月発行）を配布しています。 
 
「悩んでいるが、どこに相談すればいいか分からない」 

という方に役立てていただけるよう、市民の方にご利用 

いただける２２機関の連絡先、営業時間や受け付ける 

相談の内容を一覧にしています。ぜひご活用ください。 

 
協働センター、図書館 等 

※インターネットでも閲覧・ 
ダウンロードが可能です。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お気軽にお問合せください！ 📞０５３－４５７－２４１８ 
 

 

青少年支援体験活動 

こども・若者支援機関ガイド はままつホッとナビ 

 
https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/ikusei/hot_navi.h

配布場所 

 

①様々な不安や悩みなどを抱えている、原則として浜松市在住の中学生以上２０歳未満の青少年 

 （不登校やニート、ひきこもり、非行傾向などの状況にある青少年を含む） 

②自立した、自分を変えたいという意思をもち、きっかけを必要とする青少年 

①規則正しい生活習慣を身につける。 

②充実感・達成感を味わい、自分に自信をもち前向きに生活できるようにする。 

③共に活動する人たちとのふれあいから、自分を見つめ直す。 

④働くことの喜びや意義を感じるとともに、職業選択に役立てる。など 

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/ikusei/hot_navi.h
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＜ 第 1回協議会の様子 ＞ 

＜いじめ問題対策事業＞ 

 
 

「いじめ防止対策推進法」の施行を 

受け、浜松市は「浜松市いじめ防止等 

のための基本的な方針」を策定しまし 

た。この方針に基づき、いじめ防止等 

に関係する機関及び諸団体の連携を 

図るために、「浜松市いじめ問題対策 

連絡協議会」（以下協議会）を設置し、 

毎年協議会を開催しています。 

 協議会の委員は、右の表のとおり、

学校、教育委員会、児童相談所、地方

法務局、警察をはじめとする様々な機

関・団体の代表者１２人により構成さ

れています。 

 

 

○令和６年度第１回協議会  

令和６年６月２７日（木）開催 （クリエート浜松 ４階 特別会議室） 

・浜松市いじめ問題対策連絡協議会の概要 

・令和５年度 いじめの実態について 

議事 ・各機関の重点的な取り組みについて 

・協議会の連携について 

〇令和６年度第２回協議会 

     令和７年１月頃開催予定 

 

令和６年度第１回協議会では、浜松市教育

委員会より、令和５年度浜松市立小中学校に

おけるいじめの認知件数、態様種別、対策等

が報告されました。 

また、協議では、委員から各機関及び諸団

体におけるいじめ防止等に対する取組が紹介

されました。それぞれの取組をどのように活

用していくことができるのか意見交換が行わ

れ、関係機関及び諸団体間の連携や情報共有

を念頭に置きながら、当協議会を運営してい

くことが確認されました。       

 

〇「浜松市いじめの防止等のための基本的な方針」はこちらから確認できます。 

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/shido/kyouikusesaku/ijime/houshin.html 

 

 

 

浜松市いじめ問題対策連絡協議会 

浜松市いじめ問題対策連絡協議会 委員一覧 

浜松市立小学校長 

浜松市立中学校長 

浜松市教育委員会指導課長 

静岡県私学協会 西部支部長 

浜松市こども家庭部児童相談所長 

静岡地方法務局浜松支局総務課長 

浜松市警察部庶務課長兼警務部主任監察官 
浜松市民生委員児童委員協議会会長 

浜松市人権擁護委員連絡協議会会長 

浜松市青少年健全育成会連絡協議会理事 

浜松市ＰＴＡ連絡協議会幹事 

浜松市こども家庭部こども若者政策課長 

 

＜令和６年度第１回協議会の様子＞ 

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/shido/kyouikusesaku/ijime/houshin.html

